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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第19期

第３四半期
累計期間

会計期間
自 2019年７月１日
至 2020年３月31日

売上高 (千円) 1,198,875

経常利益 (千円) 357,402

四半期純利益 (千円) 311,871

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) －

資本金 (千円) 100,000

発行済株式総数 (株) 5,011,350

純資産額 (千円) 698,348

総資産額 (千円) 1,200,335

１株当たり四半期純利益 (円) 62.23

潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益

(円) －

１株当たり配当額 (円) －

自己資本比率 (％) 58.2

回次

第19期

第３四半期

会計期間

会計期間
自 2020年１月１日

至 2020年３月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 22.97

(注)１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては、記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４．当社は、2019年11月15日開催の取締役会決議により、2019年12月20日付で株式１株につき10株の株式分割を行

いましたが、当事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定しており

ます。

５．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上場であり、

期中平均株価が把握できないため記載しておりません。

６．１株当たり配当額については、配当を実施していないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

該当事項はありません。

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

当第３四半期累計期間における当社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況は次のとおりでありま

す。

なお、当第３四半期累計期間は、「第４ 経理の状況」において四半期キャッシュ・フロー計算書を掲げていない

ため、キャッシュ・フローの状況に関する分析・検討内容は記載しておりません。また、文中の将来に関する事項

は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1) 経営成績の状況

　当第３四半期累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の感染拡大等により、国内

外での消費の落ち込みや各国での移動制限に伴う企業活動の収縮など、経済に深刻な影響が発生しています。

一方、情報通信市場においては、我が国においても第５世代移動通信システム（５Ｇ）の開始に伴い、時間・場

所・規模の制約を超えた経済活動が更に可能となり、誰もが情報通信技術（ICT）による利便性を享受できる環境の

整備が進められています。

このような市場環境の中、当社は2010年度から提供を開始した、モバイル端末管理サービス「CLOMO MDM」及びモ

バイル端末向けアプリサービス「CLOMO SECURED APPs」を事業の主軸として、クラウドを利用したB to BのSaaS事業

をサブスクリプションの形で提供しております。これまで、主に携帯電話販売会社や携帯電話販売代理店への販売網

の営業強化を進め、導入社数2,420社(2019年３月31日比36.9％増)に達しております。

　また、当第３四半期累計期間は、人材採用や複数の開発協力会社へ開発業務の一部委託を進めるなど、開発体制の

強化を継続して進めております。営業面においては、昨今の新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の影響により、

「働き方改革」や「リモートワーク」の必要性が高まっており、当社サービスの導入に向けて企業からの問い合わせ

が増えることが予想され、そのニーズに応え新規の顧客獲得を大きく伸ばすべく、特に携帯電話販売会社との協力強

化を継続しています。

　以上の結果、当第３四半期累計期間の経営成績は、売上高1,198,875千円、営業利益364,546千円、経常利益

357,402千円、四半期純利益311,871千円となりました。

　なお、当社の事業はライセンス販売事業のみの単一事業であるため、セグメントごとの記載を省略しております

が、サービス別の内訳は次のとおりであります。

　 CLOMO MDM 売上高 987,986千円

　 SECURED APPs 売上高 171,387千円

　 その他 売上高 39,501千円
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(2) 財政状態の状況

　当第３四半期会計期間末における財政状態については次のとおりであります。

① 資産

総資産は1,200,335千円となり、前事業年度末に比べ117,213千円の増加となりました。これは主に、現金及び預

金が16,928千円、ソフトウエアが15,256千円、ソフトウエア仮勘定が55,102千円増加したことによるものです。

② 負債

　負債は501,987千円となり、前事業年度末に比べ194,658千円の減少となりました。これは主に、未払法人税等が

42,546千円増加し、１年内返済予定の長期借入金が40,224千円、前受収益が42,188千円、長期借入金が40,152千

円、役員退職慰労引当金が60,768千円減少したことによるものです。

③ 純資産

純資産は698,348千円となり、前事業年度末に比べ311,871千円の増加となりました。これは、四半期純利益の計

上により、利益剰余金が増加したことによるものです。

(3) 経営方針・経営戦略等及び経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等

当第３四半期累計期間において、経営方針・経営戦略等及び経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指

標等に重要な変更はありません。

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更はありません。

(5) 研究開発活動

　当第３四半期累計期間における研究開発活動の金額は7,740千円であります。

　なお、当第３四半期累計期間において、研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

② 【発行済株式】

種類

第３四半期会計期間

末現在発行数(株)

(2020年３月31日)

提出日現在

発行数(株)

(2020年６月11日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 5,011,350 5,011,350 非上場

完全議決権株式であり、権利

内容に何ら限定のない当社に

おける標準となる株式であり

ます。なお、単元株式数は100

株であります。

計 5,011,350 5,011,350 ― ―

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

　 該当事項はありません。

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。
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(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

(千円)

資本金残高

(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

2020年３月31日 ― 5,011,350 ― 100,000 ― ―

(5) 【大株主の状況】

　 当四半期会計期間は、第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2020年 ３月 31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

5,010,700
50,107

権利内容に何ら限定のない当社におけ

る標準となる株式であります。なお、

単元株式数は100株であります。

単元未満株式
普通株式

650
― ―

発行済株式総数 5,011,350 ― ―

総株主の議決権 ― 50,107 ―

② 【自己株式等】

　 該当事項はありません。
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２ 【役員の状況】

　 前事業年度の定時株主総会終了後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

（１） 新任役員

役職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式数

（株）
就任年月日

取締役 内田 裕子 昭和43年10月29日

1991年４月

2000年１月

2016年５月

2017年９月

2019年９月

大和証券株式会社

入社

有限会社ハーベイロ

ード・ジャパン 取

締役（現任）

金沢機工株式会社

社外取締役（現任）

工藤建設株式会社

社外取締役（現任）

当社 取締役就任

（現任）

(注)２ 　 ― 2019年９月27日

(注)１．取締役 内田裕子は、社外取締役であります。

　 ２．取締役の任期は、就任の時から2020年６月期に係る定時株主総会終結の時までであります。

（２） 退任役員

役職名 氏名 退任年月日

取締役 山形 修功 2019年12月11日

(注)１．山形修功は、会社法施行規則第２条第３項第５号に規定する社外役員に該当する社外取締役でありました。

（３） 異動後の役員の男女別人数及び女性の比率

　 男性10名 女性１名（役員のうち女性の比率9.1％）
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」 (2007年内閣府令第63号)

に基づいて作成しております。

なお、当四半期報告書は、第３四半期に係る最初に提出する四半期報告書であるため、前年同四半期との対比は行

っておりません。

２．監査証明について

当社は、株式会社東京証券取引所の有価証券上場規程第211条第６項の規定に基づき、第３四半期会計期間(2020年

１月１日から2020年３月31日まで)及び第３四半期累計期間(2019年７月１日から2020年３月31日まで)に係る四半期

財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

当第３四半期会計期間

(2020年３月31日)

資産の部

　流動資産

　 現金及び預金 732,588

　 売掛金 106,453

　 その他 48,022

　 流動資産合計 887,064

　固定資産

　 有形固定資産 40,033

　 無形固定資産

　 ソフトウエア 36,127

　 ソフトウエア仮勘定 116,471

　 無形固定資産合計 152,598

　 投資その他の資産

　 繰延税金資産 82,819

　 その他 37,818

　 投資その他の資産合計 120,638

　 固定資産合計 313,270

　資産合計 1,200,335
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(単位：千円)

当第３四半期会計期間
(2020年３月31日)

負債の部

　流動負債

　 買掛金 29,875

　 未払金 53,789

　 未払法人税等 42,943

　 前受収益 300,643

　 賞与引当金 22,173

　 その他 38,495

　 流動負債合計 487,921

　固定負債

　 長期前受収益 14,065

　 固定負債合計 14,065

　負債合計 501,987

純資産の部

　株主資本

　 資本金 100,000

　 利益剰余金 598,348

　 株主資本合計 698,348

　純資産合計 698,348

負債純資産合計 1,200,335
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(2) 【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

(単位：千円)
当第３四半期累計期間

(自 2019年７月１日

至 2020年３月31日)

　売上高 1,198,875

　売上原価 232,158

　売上総利益 966,716

　販売費及び一般管理費 602,169

　営業利益 364,546

　営業外収益

　 受取利息 41

　 雑収入 223

　 営業外収益合計 265

　営業外費用

　 支払利息 80

　 為替差損 231

　 上場関連費用 6,561

　 雑損失 535

　 営業外費用合計 7,409

　経常利益 357,402

　特別損失

　 固定資産除却損 2,605

　 特別損失合計 2,605

　税引前四半期純利益 354,797

　法人税等 42,925

　四半期純利益 311,871
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【注記事項】

(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

(追加情報)

（役員退職慰労金制度の廃止）

当社は、2019年９月27日開催の第18期定時株主総会において、役員退職慰労金制度の廃止に伴う打ち切り支給

を決議いたしました。

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計

期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

当第３四半期累計期間
(自 2019年７月１日
至 2020年３月31日)

減価償却費 29,756千円

(株主資本等関係)

当第３四半期累計期間(自 2019年７月１日 至 2020年３月31日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後と

なるもの

該当事項はありません。

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当第３四半期累計期間(自 2019年７月１日 至 2020年３月31日)

当社は、ライセンス販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

当第３四半期累計期間
(自 2019年７月１日
至 2020年３月31日)

１株当たり四半期純利益 62.23円

(算定上の基礎)

　四半期純利益(千円) 311,871

　普通株主に帰属しない金額(千円) ―

　普通株式に係る四半期純利益(千円) 311,871

　普通株式の期中平均株式数(株) 5,011,350

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四
半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前事業年度
末から重要な変動があったものの概要

第７回新株予約権
新株予約権の数 7,020個

(普通株式 70,200株)

(注)１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上場であり、

期中平均株価が把握できないため、記載しておりません。

２．当社は、2019年12月20日付で普通株式１株につき普通株式10株の割合で株式分割を行っております。当事業年

度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益を算定しております。

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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